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新年 名 刺 交 換会 
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と き 昭和40年 1 月 1 日 午前10時 

と こ ろ 五所川原市民文化会館第 1. 2集会室 

会 費 400円（申込と同時に納付願います） 

申 込先 市役所企画課または商工会議所 

申込期日 昭和39年12月28日正午まで 
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〔写真…飯詰土地改良区の入魂式と 

田植を終えた三反区画の水田〕 

昭和 39年 12 月 5 日 ス
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（昭和33年9月1H第3種郵便物認可） の
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婦人会消防署を慰間 

ジ
ヤ
ン
、
ジ
」
ノ
半
鐘
が
な
る
：
・
 

ウ
ー
ウ
ー
サ

イ
レ

ン
が
鳴

h
渡
る
・
；

そ
れ
火
事
だ
ノ

・
 

・
 

こ
れ
か
ら
年

の
瀬
に
な
り
ま
す
。

火

事
は
、

心
の
油
断
か
ら

と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

日
頃
、
ご
苦

労
さ
ん

と
、
五
所
川
原
婦
人

会
長
の
永

井
か
つ
さ
ん
ら

十
人
が
、

十
一
月
二
十

日
、
手
拭
な
ど

を
も
つ
て
、

消
防
署
を

慰
間
し

ま
し
た
。
 

こ
の
慰
間
は
、

毎
年
秋
に
お
こ
な
わ

れ
、

こ
と
し

で
十
六
年
間
つ
づ
け
ら

れ
 

て
お
り
ま
す
。
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十

一
月
十
九

日
開
か
れ

た
、
 

第
十
回
全
国
農

業
協
同
組
合
大

会
で
、

佐
藤
首

相
は
 
『今
後
は

農
業
基
本

法
に

沿
い
、
農
地
の

流
動
化
に
よ
る

農
家

の
経
営
規
 

模
の
拡
天
、
生
 

産
基
盤
の
整
備
、
農
産
物
の
価

格
安
定
、
後
継
者
の
育
成
を
は
 
 

か
る
と
と
も
に
、
地
域
格
差
の

是
正
と
い
う
観
点
も

お
り
こ
ん

だ
画
期
的
な
、
強
力
な
措
置
を

と
る

こ
と
に
よ
り
、
農
業
構
造

の
改
善
、
生
産
性
の
向
上
，
生

産
の
増
大
を
実
現
す
る
考
え
で

あ
る
』
と
挨
拶
し

た
。
 

格
別
か
わ
つ
た
こ
と
も
な
く

池
田
内
閣
の
基
本
政
策
と
同
じ

で
す
が
、
た
だ
、
そ
の
中
で
、
 

『
画
期
的
、
強
力
な
措
置

：
・』
 

は
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
具
体
的

な
方
法
で
お
こ
な
う
の
か
、
と
 
 

く
に
地
域
格
差

の
是
正
を
お
り

こ
ん
だ
施
策
と
い
う
も
の
に
大

き
く
期
待
す
る
。
 

第
ニ
次
指
定
は
 

4
1年
度

か
ら
 

農
業
構
造
改
善
事
業
も
、

第

一
次
指
定
分
は
、
三
十
九
年
度

ま
た
け
四
十
年
度
で
、
 
一
応
終

る
こ
と
に
な
り
、
い
よ
い
よ
第

二
次
指
定

の
段
階
に
は
い
る

こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

当
市
地
域
も
、
当
然
そ
の
枠

の
中
に
は
い
り
、
第

一
次
で
指

定
洩
れ
に
な
つ
た
地
域
が
、
優

先
的
に
と
り
あ
げ
ら

れ
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
 

ま
た
、
 
『
米
』
 
『り
ん
ご
』
 
 

と
い
う
当
地
域

の
基
幹
作
目
を

主
軸
に
し

て
、
今
後
ど

の
よ
5
 

に
事
業
を
計
画
し
、
推
進
す

べ

き
か
、
過
去
三
年
間

の
経
験
と

移
り
か
わ
る
社
会
情
勢
と
を
よ

く
に
ら

み
あ
わ
せ
、
時
宜
に
適

し
た
、
し
か
も
、
も

つ
と
も
有

効
的
な
計
画
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。
 

当
市

の
区
画
整

理
事
業
も
、
 

機
械
化
、

大
型
化
を
考
慮

に
入

れ
、
今
後
、
近
代
化
営
農
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で

に

実
施
さ
れ
た
八
〇
〇
ヘ

ク
タ
ー
 

ル
で
は
、
全
体
の
五
分
の

ー
に

も
過
ぎ
な
い
状
態
で
す

の
で
、
 

こ
の
点
を
強
く
推
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。
 

（
お
わ
 
り
）
 

明
 
日
 
な
 

築
 

く
 

近
代

化

農

業
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I嶋科」dJ 二中 lz 刀 りロ 

み
ん
な
が
サ
ン
タ
ク

口
J
久
 

孟 

歳末たすけ合い運動 

よい子たちの慰問 

幾代ケ丘・さかえ保育園の 

一
】
 

\
 

保
育

所
 
入
 
所
 児

募
 
集
 

募
集
人
員
 

五
所
川
原
保
育

園
 

一
 

若
葉
保
育
園
 

三

好
保
育

所
 

さ
か
え
保

育
園
 

／
、
 
／
、
 

 
一
 

0
0
0
 

名
名
名
 

六
 
〇

名
 

申
請
書
の
受付
？
“1
1
』
り
雄

雲
熊

”
 

申
込
 
場
 
所
 

市
福
祉
事
務
所

・
各
 
保

育
 
所
 

申
請
書
の
用
紙
は
市
福
祉
事

務
所
各
保
育
所

に
あ
り
ま
す

※
く
わ
し
く
は
市
福
祉
事

務
所
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

給
与
所
得
に

対
す
る

年
末
調

整

【l
ー
、

；
 

伽
人
剖
彫

』
」者
の
年
末
泥
知
説
明

会
 

幾
代
ケ
丘
保
育
園

の
よ
い
子

た
ち
十
六
人
、

さ
か
声

線
育

園
の
よ
い
子
た
ち
十
九
人
が
、
 

十
一
月
二
十
二
日
、
先
生
に
つ

れ
ら
れ
て
市
役
所
を

お
と
ず
れ
 

『
毎
日
の
お
仕
事
ご

苦
労
さ
ん

で
す
』
と
市
長
に
花
東
を
贈
り

ま
し
た
。
 

多
忙
な
市
長
も
、

か
わ
い
い
 

市
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
市

の
委
託
を
う
け
て
、
毎
週
水
曜

日
に
、
い
ろ
ん
な
心
配
ご

占
の

相
談
に
あ
た
つ

て
お
り
ま
す
。
 

最
近
の
傾
向
と
し

て
、
市
内

の
人
よ
り
、
他
市
町
村
の
来
訪

者
が
多
く
な
つ

て
お
り
ま
す
。
 

家
庭
内
の
紛
争
、
財
産
の
紛

争
、
金
銭
の
貸
借
、
老
人
、
児

童
の
福
祉
、
結
婚
、
離
婚
、
相

続
の
問
題
な
ど
広
い
範
囲
に
わ

た
つ
て
、
こ
れ
ま
で
も
数
多
く

の
解
決
を
見
て
お
り
ま
す
。
 

『
十
二
月
九
日
の
水
曜
日
に

は
、
と
く
に
人
権
擁
護
委
員

の

方
々
と
合
同
で
、
心
配
ご
と
の

相
談
を
う
け
る
こ
と

に
な
り
ま

し
た
。
 

常
日
頃
か
ら
悩
み
ご
と
を
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
市
役
所
う

ら
の
 
『心
配
ご
と
相
談
所
』
ま

で
 
お
い
で
く
だ
さ

い
。
 

ま
た
、
毎
週
水
曜
日
以
外
で
 

,
 

 

訪
問
客
に
、

ほ
ほ
を
ほ
こ
ろ
ば

し
て
い
た
。
 

子
供
た
ち
も
、

お
だ
ち
ん
の

キ
ヤ
ラ
メ
ル
を
い
た
だ
き
、

に

つ
こ
り

i
楽
し

い
ひ
と
と
き
で

し
た
。
 

〔写
真
護
誌
で
 

も
、
常
時
、
市
福
祉
事
務
所
が

窓

ロ
と
な
つ

て
お
り
ま
す
か
ら

お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

心
配
ご
と
の
相
談

を
担
当
し

て
い
る
、
相
談
委
員
は
つ
ぎ

の

方

々
で
す
。
 

渋
谷
 
志
郎
 
「
柏
原
町
）
 

斎
藤
 
て
る
 

（
敷
島
町
）
 

（
旭
 

町
）
 

（川
端
町
）
 

（
川
端
町
）
 

（
公
民
館
）
 

（
羽
野
木
沢
）
 

五
所
川
原
税
務
署
で

は
、
給

与
所
得
に
対
す
る
源

泉
所
得
税

の
年
末
調
整

と
、
個
人
青
色
中

告
者
の
年
末
決
算

の
時
期
が
近

づ
い
た
の
で
、
つ
ぎ
に
よ
り
．
 

説
明
会
を
開
き
ま
す

か
ら
、
関

係
者
は
か
な
ら
ず
出
席
す
る

よ

う
希
望
し

て
お
り
ま
す
。
 

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
不

幸
な
人
た
ち
が
、
た
く
さ
ん
お

り
ま
す
。
 

親
を
な
く
し
た
不
幸
な
お
子

さ
ん
、
仕
事
が
な

く
困

つ
て
い

る
人
、
病
の
た
め
療
養
し

て
い

る
人
、
こ
う
し
た
人
た
ち
に
も

楽
し
い
お
正
月
を
、

迎
え
さ
せ

て
や
り
た
い
も
の
で
す
。
 

十
二
月
一
日
か
ら
、
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
が
お

こ
な
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
 

恵
ま
れ
な
い

人
た
ち

に
、
暖

か
い
手
を
さ
し

の
べ
て
、
み
ん

な
が
明
る
い
お
正

月
を
迎
え
る

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

近
く
、
民
生
委
員

が
、
み
な
 

種
井

女
子
消
防

隊
 

テ
レ

ピ

で

紹

介
 

十
二
月
六
日
午
前
八
時
二
十

五
分
の
青
森
放
送

テ
レ
ビ
 
『
県

政
の
窓
』
 
で
、種
井
部
落
の
女

子
消
防
隊
が
、

紹
介
さ
れ
る
、
 

＞
給
与
所
得
に

対
す
る
 

◇
鰍
起
識
野

謝
勝
釦
2
 

十
二
月
八
日
 
（
津
軽信
用
金
庫

五
所
川
原
支
店
会
議

室
）
 

◇
欺
鎚

離
鰭
 

十
二
月
十
八

日
 
（
五
所川
原
商

工
会
議
所
）
 

さ
ん
の
ご
家
庭
に
お

願
い
に
あ

が
り
ま
す
か
ら
、
暖
か
い
ど
協

力
を
お
願

い
レ
ま
す
。
 

心
配
ご

と
相
談

所
を
 

》
」
利

用
 
く
 
だ
 
さ
 
い
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歳
末
た

す

け
あ
い
運
動
 

恵
ま
れ

な
い
人
に
愛
の

手

を
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